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４．指定管理業務にかかる収支状況
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指定事業費

内人件費   　  　Ｄ

内外部委託費   Ｅ

サービス改善の状況

・利用者の少ない梅雨時期も含め、毎月館内を手作りの装飾で彩り、施設内を華やかに飾り付けてした。利用者から大変好評である。

・夏場の草刈作業や冬季の除雪作業など、広大な施設内外を常に維持管理を徹底し利用者から喜ばれるよう努めた。

・リンク管理に於いては、利用者に喜ばれるよう最高コンディションを維持できるように努めた。また、電気料金高騰の中節電に最大限努めた。

5 年間

5 年間のうち 4 年目

人件費率　　　　　Ｄ／Ｂ 64.09% 61.99% 61.73% 61.54% #DIV/0!

19,805,363 22,019,314 22,428,897

36,865,230 31,948,089 35,668,635 36,437,678

36,877,425 31,948,089 35,672,625

※着色セルは、自動計算としている。

外部委託比率　　 　Ｅ／Ｂ 16.02% 16.29% 12.90% 18.63% #DIV/0!

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、ボランティアスタッフが高齢の為、一部スケート教室を休止した。

・コロナ対策を徹底し、細目な除菌作業を実施し感染拡大防止に努めた。また、利用者へは検温のみの対応で、昨年度より入場しやすい環境を整えた。

2,019,450 1,432,735 0

12,195 3,990 6,878自主事業費

事業収支　　　　　Ａ－Ｂ 1,000,550 5,629,872

5,908,887 5,205,527 4,601,011 6,787,855

23,633,160

36,444,556 0支出計

568,975 268,961 383,075 434,291その他

自主事業収入

利用料収入　　　　 　　 Ｃ

指定管理料

収入計

区分

37,877,975 37,577,961 37,692,075 37,877,291

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

中止

90

23,000 16,497

90

222.398.5

実績

令和3年度

目標 実績

令和2年度

目標 実績

令和5年度

目標 実績

令和4年度

目標

環境配慮率先行動計画への取組率

令和元年度

％ 90 90 90 90 90 90

0

37,309,000 37,309,000 37,309,000 37,443,000

令和5年度

％

人

・利用者及び大会関係者の要望に沿うように早朝利用の対応や栃木県スケート連盟の要望等最大限聞き入れ対応した。中でもコーナー部分の防護マット常設を実施している。

90 94.6 90 100 90 100

80 108 80 中止 80 中止

90 100

（ 単位：円 ）

指定管理施設事業評価票(令和４年度分）

施設名
名称 日光市霧降スケートセンター

所在地 栃木県日光市所野2854番地先

（様式第３号）

教育委員会事務局 スポーツ振興課

指定管理者

名称 一般財団法人　日光市公共施設振興公社

代表者名 代表理事　　斎藤　信義　

住所 日光市瀬尾1640番地22

補足説明

地下通路水中ポンプ交換修繕及び機械棟整氷車用温水ポンプ修繕を実施。

冷凍設備保守点検業者を変更し、機器に遠隔監視システム設置した。その為メーカー保証が令和６年度まで延長している。

指定期間 平成31年4月1日 令和6年3月31日

選定方法 公募 評価実施年

目標 実績
単位

35,100 28,118 35,100 17,335 27,310

市民の健全な心身の育成とスポーツの普及振興に資することを目的に設置。また、スポーツ施設、誘客・
冬季活性化施設等としての位置づけられ、日光市のスケート文化を継承する場となっている。

大会支援事業（日光霧降スケートセンター杯、バッジテスト、社団法人日光成年会議所学童スピードスケート、冬季国体スピードスケート競技県予選会、高体連中部地
区スピードスケート選手権大会、全国中学スピードスケート競技選手権予選会、栃木県チビッ子スプリント大会、栃木県スピードスケート選抜大会、小学生記録会、県
下中学・高校総体スピードスケート競技、チビッ子スピード競技、栃木県スピードスケート競技選手権大会、日光霧降スケートセンターゴールドスピードスケート大会、青
森県対栃木県スピードスケート交歓会選手選考会、全日本学生氷上競技選手大会（スピードスケート競技）、青森県対栃木県小学生スピードスケート交歓会、チビッ子
スピード記録に挑戦する会、全国高等学校スケート競技選手権大会、関東高校選手権大会）、スケート教室事業（ワンポイントレッスン、団体利用ボランティアインスト
ラクタースケート教室）、利用促進事業（オープン日無料開放、スケートの日無料開放）、飾花事業（プランター設置）、施設有効活用事業（日光彫体験教室、ふくべ細工
絵付け体験教室、自動車イベント、安全啓蒙ｽﾀｯﾄﾞﾚｽ試乗会）

施設設置目的

主な実施事業

日

％

成果指標

基礎コース/スピードスケート教室の開催

利用者の満足度

光熱費削減

収入増加（入場者）

40

18,349

98.5 93.7 98.5 78.2 98.5 127.1



５．管理運営状況

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。
必要な資格、経験を有する人員が確保されている。

事業計画に即し、計画的に研修等を年1回実施している。

外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切である。

外部委託業者に対して、協定書等を遵守させている。

法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。

個人情報保護に関する法令を遵守している。

個人情報の漏えい、滅失等の事故防止策に対する研修を年1回行っている。

情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。

協定書に従い、情報を適切に管理し、公表している。

業務日誌等を適切に整備、保管している。

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。

協定書に従い、各報告書等を、市に提出している。

市、関係団体等との連絡調整を適切に行っている。

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。

緊急時のマニュアルが整備され、年1回訓練を行っている。

避難経路が適切に確保されている。

協定書に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。
事故防止及び安全確保のための研修を年1回行っている。

利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。

利用者に対して、設備、備品等を適切に提供している。

言葉遣い、態度、服装等接遇が適切である。

事業計画に即し、受託事業を実施している。

施設の目的に沿った自主事業を実施している。

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。

仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理等を適切に行っている。

仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。

協定書に従い、適切に修繕を行っている。

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。

要望、苦情等を整理し、市に報告している。

利用者アンケート調査を実施し、その結果が妥当である。

利用実績は、目標水準である。

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っている。
収支予算書の範囲内で適正に予算執行している。

経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。

収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

（指定管理者自己評価）

・冬季の利用実績に於いては、市内小中学校の利用が戻り少しずつ回復傾向である。一般利用者も増加しているが、団体利用者は変わらず低い状態である。

　今後も広告宣伝に努め利用拡大を図る。

・コロナ感染拡大の影響で業者が撤退してしまったレストランは、本年度も借り手が見つからず休止してしまった。

　なかった。その為電気料金も大幅に増加した。

（所管課評価）

※評価区分

評価基準 A (優良） ＝ 協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。

B（良好） ＝ 協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。

C（要改善） ＝ 一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。

※施設所管課は、指定管理者に対するモニタリングや事業報告書の内容等を踏まえ、評価します。

※数値が記載されているものに関しては、数値目標達成がＢ評価となります。

総括評価 A (優良） ＝ 評価項目のうち、Ａ判定が80%以上 総合評価 A (優良） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが含まれず、かつAが４つ以上ある。

B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外 B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外

C（要改善） ＝ 評価項目のうち、Ｃ判定が20%以上 C（要改善） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが２つ以上含まれる。

広報活動

苦情等対応

B
B B
B B
B B

②
サ
ー
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ス
の
質
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価

施設管理

利用者対応

所見
（成果・課題等）

前年度総合評価 Ｂ（良好） 総合評価 Ｂ（良好）

収支状況

総括 「経費の収支等」に関する評価【４項目】

経費縮減

③
安
定
性

予算執行

B B
B B

B B

事業運営
B B
B B

緊急対応

①
サ
ー
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ス
の
履
行
の
確
認

B
A A
B B

総括 「業務の実施体制」に関する評価【１7項目】

情報公開

個人情報保護

B

管理記録
B B
B B
B

B B
B B

B B

B B
A B

環境配慮 環境配慮率選考計画取組点検表において、（１）が取組項目の2/3に達している。

連絡調整

B B
B B
B B

維持管理
B B
B

B B

B B
B B

B B
A B

B

B B

B B

B

人員体制
B B
B

B B
B B法令遵守等

外部委託

評価項目 評価基準
指定管理者
自己評価

施設所管課
評価

・職員研修は、冷凍設備保安講習会、整氷車安全講習会等実施し職員教育を行った。また、消防署と連携して総合火災訓練も年2回実施した。

B
C

・新型コロナウイルス対策においては自主的にガイドラインを作成するなど、良好な施設運営を行おうとする姿勢を評価した。

・利用者数については、新型コロナ対策に伴う休館等により目標を達成できなかったが、次年度は目標達成に努めてほしい。

・施設の老朽化が全体的に進んでいるため、利用者が安心して滑走できる環境づくりを行い、引き続き定期的な点検や修繕を行っていただきたい。

B B
B B

B B
A A

・昨年度より引き続きコロナ対策ガイドラインを作成、本年度は利用者側には大幅に緩和したが、職員の対策は徹底し安心安全な施設運営に努めた。

・リンク以外の利用実績に於いては、昨年同様コロナ感染拡大の影響で、夏季利用は少なかった。また、日光市主催事業もほぼ中止だった。

経理事務

利用状況

総括 「業務の内容・水準」に関する評価【１８項目】

・温暖化の影響及び電気料高騰もある中、リンクコンディションの維持管理や、節電に注力いただいたことは評価したい。

・経費削減に於いては、電気料金高騰の中、節電に力を入れたが、防護マット常設に伴ない氷厚が厚くなり冷凍機の負荷がかかり、思ったほど電気使用量が落ち

B

利用者アンケート B B
C


